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1　本期間中に学報のほかに，次の研究誌が発行された。
『巾国語学論集』　（中国語学科研究蜜，1972年3月31S）
　　魯迅と語文運動（その二）一普通話・大衆語と魯迅　’　　　　伊地智
　　中国語編詞分類の変遷過程一その底流にあるもの一一　　　　　鳥　井
　　主語。賓語論争　現代漢語の語法学史的研究（第三期における論争）芦　田
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m一マ字正書法における「単語」概念の変遷
量詞について
く走了進来〉について
翻詞分類の原理について（付・資料表）
『THE　REEDS　l3』　（英語学科研究室，1972年7月）
1．　AStudy　of出e　Texture　of　Rhyme　in　Five－－Line　Verse
2．　Hiroshima　1945（1）
3．　　Three　Short　Short　Stories
4．To　My　Little　Sons
5，　The　Waste　Land
6．Cigarette
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lf　SPRACHE　UND　KULTUR　7牧祥M教授記念号』（ドィッ語学科研究室，1972年2月25日）
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10．
弁証法の系譜におけるA．Mullerのf対立論」の位置について
ナチス文化政策の曲り角（その1）
商店広告のドイツ語の～菰　　スP一ガンを中心に一
文学と社会一日本のゲルマニストの問題点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニ
トーマス・マンの現代性とその評緬をめぐって
カフカ「城」のRaumとZeit
悲劇「ダントンの死」
ニーチェと言葉
東ドイッにおけるドィッ。ファシズム研究の一動向
E豆Cにおける西ドイツ農業の地位一基礎資料整理
『6tudes　frangaises　10』　（畠｝二1コ敏郎教授退官記念号）
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（大阪外国語大学フランス研究会，1972年3月25ED
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《Carmen》に用いられたスペイン語のことなど
名詞構文と【三｛本語
Fontenelleの劇作品1こおける娘たち
Proudh◎n　と2ノヨ華命（1）
プルーストにおける自我の観念
ヴァレリイの時間意識
シモーヌ・ヴェィユと南仏文明
沖縄の倣丹の縮（承削）一一ル九ルデ。被の書・；塗
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中　原　俊　夫
松　井　三　郎
赤　木　富美子
黒　木　義　典
原　田　　　武
岩　間　kl三　邦
III／i辺　　　保
畠　中　敏　郎
『Estudios　Hisp6nicos　2』　（イスパニァ語学科研究室，1972年3月25日）
1．　Acusativo　Personal（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［lll
2．　「西語らしさ」の音形的側面について　　　　　　　　　　　　出
3．　「マルティン・フィエロ」．の邦訳と若干の閲題点　　　　　　　吉
4．カルメン・ラフオレー：人と作品　　　　　　　　　　　森
5．戦後イスパニァ国の株式会社法改正　　　　　　　　　　　　　山
『ロシア・ソビエト研究第7号』
1．　トルストイの「袖的なものと人間的なもの」について
2．スタニスラフスキー・システム考察
　　　　　　　　一「紅旗』の「システム」批判に関連して
つ
」
4
F
D
6．
（ロシァ語学科研究室，1972年3月30日）
一肢文と不完全二肢文の境界区分について
経済史学の方法一一ソビエト経済史研究のばあい一
（資料）ソフホーズおよびその他の国営農業企業の完金経済
計算鯛への移行について
（随想）旅行記　絹の道の社会主義
『評林』IX（長谷川信好教授定年退宮記念号）（大阪外国語大学
1．鑑真和上と隠元禅師
2．ズデーテン問題の～考察
3．登記の推定力に関する～考察
4．　日米経済関係の一考察
5．1870年代と近代経済学一近代経済学成立期に関する覚書
6．大阪の工業構造の高度化と下講舗工業
7．海と生物
8．M．　Arnoldの“Function　of　Criticism”
9．高温曝露時の生理的諸反亦に対する運動訓練の影響について
『評林』X（大阪外国語大学　法経学会，1972年7月20日）
1．増修互註禮部韻略の反切について
2．
3．　日本経済の国際化と中小輸出工業
4，　「目的制限肯定説」と政治献金一一是認論の吟味一一
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法経学会，1972年3月15日）
M．Amoldの批評精神一L．　Trillingの論説を中心として一
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『田本語・日本文化』第3号（山本みち教授退官記念特集号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪外国語大学留学生別科研究室，1972年3月）
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山本みち先生の退窟にさいして
退官にさいして
大阪外国語大学留学生別科掌裏有情
「接続」と深層構造
生成文法の近年の動向　　ff本語研究の立場から
霞本語の格的表現における諸問題1
『坊っちゃん』における推量表現
　　　　　　　　　　　ザう」・「よう」とそのスペイン語訳
紅葉「璽字調」のうちとそと
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二人称代名詞としての「きみ」
俳句とは何か一現代俳旬中心に
「新・仏英戦争」と日本語教育
場所を示す場合の格助詞「に」と「で」をめぐって
研究ノートH「ようだ」による表現
「ことだ」と「のだ」一形式名詞と準体助詞（その二）
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H　本学所属教宮の著書：，訳書（Aと略記），雑誌掲載論文（Bと略記）および口頭研究発表
（Cと略記）は次の通りである。なお，これは1972年9月30瞬現在，回答をよせられたものの掲
載で，他に未収録の研究があるものと思われる。
〔中国語学科）
　伊地智　善　継
A1，総合申国語入門
B1．副詞分類の原理にっいて
　2．魯迅の語文運動（その二）
　　　　　　一普通話・大衆語と魯迅一
　3．　中国語の発展
　大河内　康　憲
Bl．〈走了進来〉に．ついて
C1．米圏の中国語教育
2．主語とそれにかかわる闘題
　3．　語法形式｝こっいての反雀
1東方書店
く
1嘱語学論集
　中国語学論集
言語生活（筑摩書房）
中国語学論集
中国語学会関西例会
田本語教育研修会
1972年度中国語学会全国大会
1972．　　5．　　1
1972．　　3．　31
1972．　　3，　31
1972．　　6．　　1
1972．　　3，　31
1972．　　4．　　6
1972．　　8．　19
1972。　　9．　29
〔朝鮮議学科〕
　金　　　思　樺
Al．朝鮮文学史
2．朝鮮のこころ（現代新書）
北望社
講談社
1971．　12。
1972．　9．
〔モンゴル語学科〕
橋本　　勝
B1．禿朝秘史蒙古語研究の若干の問題点 澤アジア。アフリカ文法研究』
Vol．1　東京外国語大学アジァ
・ アフリカ書語文化研究所
1972．　　8．　31
〔インドネシア語学科〕
　中　西　龍　雄
A1．　図解インドネシァ懇会話 海文堂 1972．　　8。　10
〔インド・パキスタン語学科〕
　溝　上　富　夫
B1．パウル・ハッカー「現代ヒンディ～語における若
　　干の助語詞の機能について」上（訳註）
　2．シャラトチャンドラ「ヒンドゥーの子」（翻訳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　499
大阪外大学報　第26号
インド文学第6号
1972．　　1．　25
1972．　6
Cl．現代ベンガル語におけるアラピァ語・ペルシァ語
　　の要素について
（タイ語学科〕
　コーサ・アリア
A1．　S6nthanaa　Phhstia　J至i凶n
2．タイ語入門
3．日タイ小辞典
　4．タイ語会話
　5．　タイ日辞塁廷
6，タイ諮入門カセットテ～プ
眼妻印灘1婆簗会第23回学術
バンコック｛こて
丸善
丸善
丸善
丸善
丸善
1972．　　8．　27
1971．　11．　24
1971。　12．　　5
1971．　12．　　5
1972．　　2．　14
1972。　　5．　12
1972．　6。
（ビルマ語学科〕
原　田　正　春
B1．　ヤンァウン論
2．Japan　Wuthu　Thamaing　Akyin（明治20～28年
　代における代蓑的作品概要）
3．ビルマ語の形式（ビルマ語による）
大
L
　
A
　2．
Bl．
　2。
　3．
　4．
野　　　徹
東南アジァ各国の権力構造ω
　　　　　　　　rビルマの政治指導者」
アジアを見る眼圃「ビルマの社会と経済」
パガン・ピンヤ・インワ時代のビルマの社会
コンバウン時代のビルマの神判
東南アジアの旅「ベールをはいだビルマ」
アラウンパヤ～王家の祖霊祭杞
〔英　語　学　科〕
　大　井　浩　二
Al．西欧におけるアメリカ像一日本入から見て
大阪外大学報　蘂27号
月干［j誌　Thway　Thaut
ラングーン文理科大学ビルマ文
学部会誌Myan　Sa　Gon
総理府
アジア経済研究所
東南アジア研究　9巻3号
東薄アジア研究　工0巻1号
世界文化社
鹿児島大学史録　第5号
Bl．　アメリカ神請の問題点一フレノー一，タイラー，ア
　　ーヴィングの場合
　2．アメリカ作家のゴシック的世界一元田欝一氏の新
　　警を読んで一
　倒　川　弘　雄
Al・英語のクイズ　　　　　　　　　陣耐
Bl．　The　Waste　Land（堀辰雄：畷野の翻訳）
　好　狂i　　　実
Bl，状態を表わすstand　up
　2．　Three　Short　Short　Story　of　Yasunar三Kawabata
　　（「弱き器」「火に行く彼女」「鋸と出蓬」の翻譲）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500
斉藤真・シグムント・スカ～ド
編『世界におけるアメリカ像』
（南雲堂刊）
『きやりばん』8号
『不死鳥』34号
The　Reed　l3
肇芝窪醤灌ナ年　　第ll7巻第12愚
The　Reed　13
1972．　　1．　25
1971．11
　　～1972．9
1972．　9
1972．　3
1972。　7
1971．12
1972、　6
1972．　8
1972．　9
1972．　　5．　le
1971．　12．　20
1972．　　5．　20
工972．　　4．　　1
1972．　7
1972，　　3．　　1
1972．　7
　森　岡　孝　、：r
B1．世界企業と現代の世界恐慌（共同研究）
　2．世界企業とヨーmッパ共同体（」．綱研究）
　池　上　日出夫
Ai．　M。　Twain：King　Leopold’s　Soliloquy　（テキス
　　ト編注）
　2．グェン・ゴック「不敗の村」（翻訳）
Bl．　「キレンズについての簡単なノート」
　2。　「批判的リァリスト＝・・マーク・トウェーン」
Cl．　rJ．ボールドウィンヂアナザ・カントリ」再考」
2．　「歴史と文学一W・スタイwン「ナット・ターナ
　　ーの告麟」をめぐって」
（ドイツ語学科〕
　八木　　浩
BL　文学と社会一霞本のゲルマ＝ストの問題点一
　2．　1960年ごろの社会主義演劇とP．Hacks
　乙　政　　　潤
A1．　カセット　生き『た中級ドイツ語（共著，独醤書）
　2．　Ubungen　im　praktischen　Gebrauch　der　dt．
　　Sprache（教科書）
　3．　ランゲージ・ラボラトリー，機構．方法．授業（翻訳）
Bl．　日本におけるドィッ文法の騰史（そのうち「品詞
　　の分類を中心lt　j）
　2．　商業宏・告ドィッ語の一面一スローガンを申心1・C　＿
　3．　Hinweise　auf　das　Problem　der‘‘nominalen
　　FUgung”und　der“Ausldammelung，，
C1．　LLにおける口頭練翌と絵
布施俊夫
Bl．　ナチス文化政策の曲り角（その1）
　井　上　純　一一
A1．　H．マルクーゼ著「文化と社会」　（共訳）
〔デンマーク語学科）
菅原邦城
B1．デンマ～ク語関係代名詞の史的考察
　　1．ルーン碑文における関係詞es，　ees，∂sR，　aコr
　2．　蛇舌グンラウグの物語｛1）
（フランス語学科〕
岩　間　正　邦
B1．ヴァレリイの時間意識
501
｝鰹済」第95号（1972年3朋）
1　　「経済」　第100号（1972　〈ll　8摺号）
　瀕1膚店1
新臼本出版社
「黒入研究」No．42
「愛知大学英文会誌」No．2
黒人研究の会，例会
黒入研究の会シンポジアム
！　Sprache　und　Kultur　7
｝ドイツ文学48
｝文繍院
　文林書院
爾江堂
ドイツ文学論孜XHIS．21－42
（28－33）
Sprache　und　Kultur　7
ドイッ文学　48S．69－77
語学ラボラトリー学会・昭和47
年度全国大会・大学ドイツ語部
会
l　Sprache　und　Kulur　7
1セリカ書房
大阪外大学報　第26号
1大阪外蝉報第2房
6tudes　frangalses　10
1972．　3
1972．　8
1972．　2
工972．　8
1971．12
1971．12
1972．　5
1972．　9
1972．　　2．　25
1972．　　4．　　1
1971．　11．　25
1971．　11。　25
1972．　　6．　　1
1971．　12．　25
1972．　　2．　25
1972．　　3．　31
1972．　　7．　22
1972．　　2．　25
1972，　　3．　15
1972，　　1．　25
1972．　　1．　25
1972．　　3．　25
（イスパニア語学科〕
　山　崎　俊　夫
Bl．　Administradores　y　Comenditarios：
　　Tres　Clases　Regulares　Formativas　de　Com－
　　pafiias　Mercant三les－Analizaci6n　estructuraI
　　de　C6d三go　espafiol　de　Comercio　cornparando
　　con　el　argentino
　2．戦後イスパニァ国の株式会社法改正（訳）
　中　岡　省　治
BL　Acusativ・Pers・nal（1｝
　三　原　幸　久
A1．ラテンァメリカの昔話（民俗民芸双書67）
　出　口　厚　実
B1．スペイン語人称目的格と代名詞化
2．　「西語らしさ」の音形的側面について
S°b’e ｝大阪外蝉報第28号
〔ロシア語学科〕
　小　野　　　堅
B1．経済史学の方法一ソビエト経済史研究のばあV・ww
　法　橋　和　彦
A1．　「富嶽百景」の美学（批評と研究「太宰治」所収）
BL　「トルストイ全集」月報「日本におけるトルスト
　　イJ連載20回のうち（1）（2×3）｛4｝
　2．初期トルストイにおける《COMomo6He》用語法の
　　諸問題
Cl．　トルストイと銭本昔噺ひとつ
2．レーニンとmシァにおける文化革命
〔哲　　　　　学〕
　大　谷　　　長
Al．キエルケゴールの遺稿大谷長訳編婚約
　大　峯　　　顕
BL　最近のドイッ哲学界｝こっいて
（言　　語　　学）
　崎　山　　　理
Al．アンドレ・マルティネ編「近代言語学大系」第1
　　巻，第3巻（共訳・解説）
　2．　「世界文化大百科事典」第5～le巻（「マライ・ポ
　　リネシァ語族」「タガログ語」など約20項目）
Bl，　インドネシア語の工重主語文一Gadlah
　　belalainja　pandjang－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　502
Es亡udios　Hisp盃nicos　2
Estudios　Hispanicos　2
岩崎美術社
大阪外大学報第26号
Estudios　Hispanicos　2
1972．
1972．　　3．　25
1972．　　3．　25
1972．　　1．　30
1972．　　1．　25
1972．　　3．　25
ロシァ・ソどエト研究　第7号　　1972．3．30
芳賀書店
河出書房薪社
ロシア語ロシア文学研究
臼本ロシア文学会関西支部春季
総会
ソビエート文学研究会関西支部
例会
創言社
｝　「理想ゴ8月号
紀炉国屋書店
世界文化社
大阪外大学報　第26愚
1972．　　4、　20
1972．5月
　　　～9拷
1971．　IG．　　1
王972．　　6．　11
1972．　　6。　　3
1972．　　9．　30
1972．　8。　1
（1971．　11．　30
1972．　　9．　20
1971．11．21
　～1972，9．21
1972．　　1．　25
　2．インドネシア語の一i，－kanについて一M・P語
　　の比較言語学的考察
CL　インドネシアにおける二種の二亟主語文
2．インドネシァ語の特微一日本藷との類似点・相違
　　点一
3．インドネシァのことばと文化
〔歴　　史　　掌〕
外　山　軍　治
B1．張即之の書，趙孟瀕の書（解説）
2．玄妙観重鋳三門記
3．仇鍔墓碑銘稿
4．漢汲鰭伝
　5．越孟頬漢汲鰭伝蹟
6．項元渉墓誌銘稿
7．麓山寺碑
　8．郎窟石t己
　9．自言帖
10．鑑真和上と隠元禅師
慶　實　源太郎
Bl．オーストリァ三月革命にっいて一その研究史をふ
　　りかえって一
〔法　　律　　学〕
　貝　田　　　守
B1．　登詑と事実上の推定
2．登記の惟定力に関する一考察
〔経　　済　　学〕
澤　村　榮　治
B1．1870年代と近代経済学一近代経済学成立期に関す
　　る覚書
〔生　　物　　学〕
　世古口　雄　三
B1．　海と生物
〔留学生別科〕
吉　田　弥寿夫
Al．文語と口語（「国語シリーズ別冊王jiヨ本語と醸本
　　語教育一語彙編一）
B1．昭和世代・作品と批評
　2，塚本邦雄著「夕暮の譜調」評
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於海外披衛者研修協会関西研修
センター
於大阪外大
大阪外大第3圓市民講座
書道芸術第七巻（申央公論社）
　　〃
　　〃
　　〃
書道芸徳第八巻（中央公論社）
　　〃
書道芸衛第五巻（中央公論社）
　　〃
　　〃
評林Dこ
史林　54巻5号
1　法律時報46年11月号
　評林D（
評林Ix
評林Ix
文化庁
r短歌」46年11月号（角川書店）
ド短歌」　46f512月考く角月1書ノ苫）
1972．　　8．　31
1972．　12．　4
1972．　　3．　31
1972．　　8．　12
1972．　　1。　25
　　〃
　　〃
　　〃
1972．　　3．　25
tl
1972．　　5．　25
　　〃
　　〃
1972．　　3．　15
11971・’1・1
l　l971．　11．　　1
　1972．　　3．　15
1972．　　3．　15
1972．　　3．　15
1972，　　8．　25
1971．11
1972．12
3．今日の作家シリーズ1　武川忠一への提需
4．　文｛本と衰現餐ξ造
　寺　村　秀　夫
A．An　Intro（luction　to　the　Structure　o壬Japanese
　（Woricbook）（第1分IHD
B1．　「‘タ’の意味と機能一アスペクト，テンス，ムー
　　ドの構文的泣置づけ一」（『雷語学と沼本語問題』）
2．　「語の欄性と文法」（靱本語と日本語教育』
　　一語彙編一）
　3．　「生成文法の近年の動向一鼠本語研究の立場か
　　ら一」
C1．　「文法と文法教蕎」
　2、　「テンス，アスペクト，ヴオイス」
　玉　村　文　郎
A1．　「国語シリーズ鯛認1」擬本語と日本語教奮一語
　　彙編一（うち「日本語教育と辞書」の項を分担執筆）
Bl．紅葉『彊字訓』のうちとそと
　大　倉　美和子
B1．推量表現についての一考察
　2．　「坊っちゃん」における推盤表現一「う」「よ
　　う」とそのスペイン語訳
岡　田　英　樹
Bl．漢文教育批判くその1＞
C1．　「文芸講話」に見るリアリズム論
　春　名　万紀子
BL　「接続」と深層構造
「短歌」47年3月号（飼H書諾）
i一現代短歌’72」　（環代短歌委員
会）
三友社
くろしお出版
文化庁
日本語・日本文化第3号
文化庁，臼本語教育初心者研修
　同　上
文化庁
日本語・日本文化第3号
大阪外大学報第26号
獲本語t　Eヨ本文イヒ第3－peJ
中国文芸研究会季刊雑誌「野
草」第7号
中国交芸研究会にて
日本語・裂本文イk第3号
1972．　3
1972．　　4．　15
1972．　5
1971．
1972．　8
1972．　3
1972．　7
1972．　8
1972．　　8．　25
1972．　　3．　25
1972．　　1．　25
1972．　　3．　25
1972．　　4，　20
1972．　　8．　　2
1972．　　3．　25
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